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アルパッケニュースレター NQ80

アルパック創立 30周年へ

アルパックベンチャ
<教育>の原点と指針

9月6 ~ 7日、京都で「アルパックの新た

な起業に挑戦!」をテーマに、 96全社交流会

を行いました。教え合い、学び合い、次世代

へのべンチャー精神が始動しました。

次世代への若返りと共に、教育・研修も変

わるもの、頑固に変えないものがあります。

O J T と自習が原点

情報を素材にしている産業ですから、当た

り前ですが、情報量の多いこと、全く脅威で

す。計画科学の日進月歩も驚くぱかりです。

教育・研修=知的再生産は、情報型産業に

とって生命を保ち、進化して行く必須要件で

す。アルパックの教育・研修は、創業期、唯

ーの「士曜ゼミ」に端を発し、次第に進化し

階層別・専門別、事務所別・計画部別と縦横

にシステム化し、注ぎ込む時間と労力も大き

くなりました。創立4年目から始めた「全所

研修会」は、 12~21回は年2 回方式で。本体

だけで 100名近くなると、半ばお祭になり、

全社交流会へとモデルチェンジを始めました。

創業期、行政の経験も、専門の知識も弱い

若僧ばかりで、委託者には随分ご迷惑をお掛

けしました。記録によれば、研修会開始の前

から、建設省、後に国土庁調査官の故■璽野

良幸さんには、丁寧なお教えを受けています。

以後"委託者から学ぶ"が鉄則になりました。

我々は学校ではなく、業務を遂行するのが

"本分"ですから、学習・教育システムの基

礎は、業務の中での、 O J T ーオン・ザ・ジ

ヨプ・トレーニングです。

これがクセモノです。幹部にとっては、大

変な労力です。 O J Tは"適塾"方式と呼ん

でいましたが、先輩力并妾輩を教え、導き、共

読書

の道程と展望

に理解と進歩を得ます。鋭い感覚と純粋な思

老力は、若者の特性です。成育環境が変わっ

てきているのですから、ズレが起こるのも当

然です。その上、我々の"総合性・委託者と

共に"の方法に加えて、広い領域の全てを力

バーする指導は、先輩にとっては、極めてハ

ドです。

決して片手間、付け足しでは駄目。猛烈に

勉強し、準備しなけれぱなりません。教える

ことは学ぶこと。おかげさまで随分多くのこ

とを学びました。こうして幹部自身が、オー

ル・マイティ型へ、自ら育つわけです。手厶事

ですが、中学 2年の頃に、志を建て、本を年

間 1万頁読むと決心しました。実は大したこ

となくて、 1日30頁でこなせます。それと、

自分の専門から最も遠いと思う分野に興味を

持つクセも役立ったと思います。

三輪泰司

観察

従ってこの種の職能では、各自の計画的な

自学・自習が基礎です。その中で、読書は 3

番目だと思っています。先ず、観察すること。

これは、一人でも、道を歩いていても出来

ます。例えぱ、商店街を通っていて、お薬屋

さんは何軒あるだろうと勘定するとか、喫茶

店で待ち合わせしている時、時計を見て 5分

間に通過する自動車を数えてみる。よく行く

所ですと、時問帯や曜日が違うとどうか。 こ

れでも"オリジナル"情報を得たことになり

ます。観察は「現地・現場主義」の原点です。

次に討論。脳細胞は、刺激を受けることに

よって活性化します。素子が繋がるのでしょ

う。先ず"聞き上手"になること。細君の話

にへーツと感心することがあります。よく聞
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き反省することによって、前向きに動きます。

観察にも、討論にも"問題意識"がなけれ

ばただ時問潰ししただけですが、読書も選ば

ないと無駄なことがあります。「昔はものを

思わざりけり」と言いますが、若い時は何で

も手当たり次第に読むべきです。岩波文庫の

「百冊の本」などは、 20歳代までに読んでし

まったら良いでしょう。年とともに"ものを

思う"ことが増えてきます。読書は新知識修

得型から、検証型へ移ってきます。

観察・討論・読書が「問題意識」を媒体と

して、サイクルしだすと、しめたものです。

このニュース・レターは、この 3 つが組み

込まれていることに、お気付きでしょう。 、^

の編集方針も、不易の原則になるでしょう。

経験則と理論則

「小集団のアソシェイツ」の組織原則と

「組織と個人の関係性重視」の人事政策が根

底にありまして、アルパックが社員一人ひと

りに奨励し、時問と経費を注ぎ込んでいるの

は、「社会的活動」です。"3つの足"を持

つことと言っています。即ち、①学会や職能

団体など専門性でもって、②業務を通じ、或

いは住んでいる地域などで土着性を、③趣味

・同好・奉仕の団体でボランタリーに、です。

この"足"は、営業基盤を拡げる意味もあ

りますが、学習・教育の角度から言うと、次

のように展開して行きます。

その 1、まとめること。観察や経験を総括

し、文章でも映像でも、手段は様々であって

も"記録"することです。組織としては、名

古屋事務所で先鞭をつけた「業務報告会」が

あります。全所員が 1年問の業務を総括し、

発表します。会長・社長・副社長は出席義務

者で、指導するわけですが、逆に所員に試さ

されているようで、くたくたになります。

業務上の守秘義務にかかわりますので、社

外秘ですが業務報告会の全記録は、印刷され

社内での活用に備えています。新入社員研修

会の講演、公開ゼミも全て印刷しています。

社員の自主研究も伺様です。19即年佃召和肪

年)の「新・駅前広場計画論の展開」(道家

杉原・伊坂の自主研究)などはその一例で

す。印刷しておけば、誰でも活用できますし、

更に批判的に越えて行くこともできます。

これは次のその 2 「資格取得の奨励・推進」

に役立ちます。現在、技術士は16名になって

います。この試験は学位取得の予行演習みた

いなものです。学問的知見の代わりに技術的

経験の"まとめ"で、理論化の作業です。

再開発プランナー等と共に"ドウ・タンク"

型コンサルタントにとって、個人の実力を測

るチャンスでもあります。

総務系社員も簿記・会計や情報処理の資格

を取得し、業務を刺激し、サポートします。

その 3 は「教えること」です。仏教大学で、

6名がチームで講義を担当させて頂いたのは

ユニークなケースです。国際的スケールでは

現在、京都事務所の山田所長補佐が、ケニア

の大学で、教育と大学運営に当たっています。

教養を深める

次世代への課題は、知識や技術を貫く"哲

学"即ち、ものの老え方を伝承し、その奥の

"教養"を深めることです。文化的な素養の

薄い企業は、持続力を持たなくなるでしょう。

知的再生産は活動全般に気を配り、監理=

SuperⅥSe する幹部の資質に掛かっています。

また、膨大な情報と、システム運営を管理

=Ma船geする本社機能、内部管理の総務部、

対外活動の企画推進部の能力が鍵になるでし

よう。それらは難しいことではなく、折角の

社内出版物を繰り返し読み、まとめることで

近づけます。

ひろし)

1996年11月1日
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アルパックニユースレター NQ80

1.ストックベースの都市計画へ

住宅ストックの老朽化、環境汚染、人口の

高齢化、違反建築の横行、地場産業の衰退、

町並みの破壊等々、都市の機能障害をもたら

す要因が相互連関的かつ複合的な問題群とし

て発生している。これらは、都市単位で発生

するだけではなく、都市内の様々なレベルで、

局所的かつ同時多発的に、そして様々な形態

で、いわばモザイク状に発生している。

したがって、複合的な問題群に対しては、

従来のような課題と施策とが1対1対応をな

す都市計画システムでは何ら実践的意味を持

たない。ストックベースの都市計画にもとめ

られることは、あらかじめ用意された一般解

としての制度を適用することではなく、個々

の地域が自らの姿(実状)を見据えた上で、

適切な特殊解を見い出すプロセスを支援し、

そのために必要な様々な選択肢を提供する技

術として機能することである。なんとなれは、

地方分権が時代の潮流となってる今日、これ

までスーパースターに委ねられてきた都市計

画の決定権が、様々な価値観を有した人々を

母体とした市民参加のシステムへと次第に移

行しつつあるからである。

2.モザイク画の魅力

以上のように、複合的な問題群を取り扱い

つっ、都市の全体計画と個々の地区で展開さ

れる開発行為との関係を明らかにする都市計

画システムの誕生が待たれている。都市とそ

の構成単位であるコミュニティ(様々なレベ

ルでの捉え方がある)の相互依存関係をダイ

ナミックに描き出す手法を開発し、これを基

に都市の全体計画と個別開発との政策的整合

モザイク模様の都市計画

時代を読む B0周与記念寄稿〕

性を提示する新たな都市計画理論を構築する

作業に取り組まなければならない。

そこで、近代都市計画がスタティックな

「塗り絵(塗紙計画)」であったことに対し

て、よりダイナミックで実際的な思想で構築

されるストックベースの都市計画のことを

「モザイク模様の都市計画」と名付けてみよ

う。ヒントとなったモザイク画そのものは次

のような特徴を有している。

「モザイク画とは、いろいろな色彩の石

ガラスその他の小断片を 1平面全体に並べ、

それによって模様や図柄をあらわす芸術であ

つて、それはあたかも虫がうごめくような生

き生きとした色彩で表現される。モザイクは

完全な平面ではなく、かなり不規則である。

各テセラ(断片)はさまざまな方向へ光を反

射するので、ダイナミックな輝きがみられる。

さらに、モザイクの各テセラ(断片)が各々

の独立した色彩単位をなしているのだが、そ

れを一定の距籬からながめると全てが美しく

混合して、印象深い全体像を醸し出す」(柳

宗玄、『モザイク』、平凡社世界大百科事典、

19別年)。

3.平均値的思想からの脱却

従来の都市計画図をみると、開発予定地や

保存地域、あるいは土地利用現況などが面的

に塗られている。いわば個々の開発の結果が

平均化された形で表現されているので、都市

全体としてのマクロな目標像についてはある

程度イメージしやすくできている。しかし、

個々の開発行為が個別地域にどのようなイン

パクトを与えるのかという点についてはイメ

ージしがたいものとなっている。これに対し

リム ボン
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て、モザイク模様の都市計画は、全体として

の構図(マクロな計画)を表現すると同時に、

個々のテセラ、もしくはテセラ問の結合体と

してのコミュニティの持つ性格や役割が明確

になる。つまり、モザイク画ではテセラを植

え込む際に、ひとつひとつの色彩や植え込み

角度などの工夫による光の照らし具合などが

全体構図の表現に大きく関与するのであるが、

都市の構造もこれと全く伺じ原理でとらえる

とができるのである。L^

4.マクロ計画と個別プロジェクトの示離を

超えて

このような表現手法を都市計画に応用する

と、大小様々なテセラが混在する都市のモザ

イクパターンを無数に描き出すことができ、

同時に、居住地の局地的性格をかなりの臨場

感を伴って描き出すことが可能となる。これ

は、都市計画におけるマクロ計画と個々の居

住地が担う役割との関係を明確に示すのに役

立つ手法である。

このような予法を欠いた従来の都市計画や

イ主宅政策は、マクロ計画と個別地域、あるい

は行政と住民との問に対立関係をもたらして

きた。たとえば、ある地域で公共住宅団地な

リマンションが建設される場合に、それは都

市圈レベルでの住宅供給計画に合致している

場合でさえも、地元の地域社会の反発を招く

ことが多々ある。

開発投資という行為は実際には個別の地域

で展開される具体的現象であるにも関わらず、

きわめて抽象化されたマクロ計画が存在する

のみで、個別地域における開発投資の意味、

すなわちその地域が都市のマクロ計画の中で

どのような役割を担うぺきかについての合意

形成を行政と地元コミュニティとの問で図る

努力を怠ったために発生する問題である。
^

L^

のような状況を克服するという意味も含めて、

モザイク模様の都市計画はマクロとミクロの

結合を描き出す手法であるといえよう。

5.京都での実験、そしてアルパック

非戦災都市である京都の既成市街地(とり

わけ都心倍円は、'今なお多くの定住人口と住

宅ストックを抱え、同時に、伝統産業と先端

産業とが融合したしなやかな産業構造に支え

られながら、重層的な文化的ストックを継承

している。同時に、「開発」と「保存」の調

和(景観問題を含む)老朽住宅ストックの

更新(袋路問題、違法建築問題)高齢者の

居住福祉、若年世帯の新規転入、多世代交流

コミュニティの実現等の課題に対して、複合

的かつ緊急に取り組まざるを得ない状況に直

面している。すなわち、京都市は、良くも悪

しくも、他の大都市よりもモザイク模様の都

市計画を先進的に推進し得る下地が既に整っ

ているのである。

たとえば、京都にあってまさにこのような

問題群を抱えている崇仁地区であるが、住宅

地区改良事業はまだ半分しか完了していない。

そこで、住民たちは、真の意味での住民主体

のまちづくりを逹成するために、組織や団体

の壁を乗り越えて互いに協力し合い、「まち

づくり推進委員会」を結成した。これは、当

該地区においては画期的な出来事である。 ユ三一
L

して彼らは、地域密着型の仕事を展開し、同

時に、会社としての組織力をも備えた専門家

集団の協力を要請した。現在、石本幸良氏を

はじめとするアルパックのスタッフの皆さん

が現場を支えておられる。冷静な地域分析と

的確なアドバイスによって、住民たちは安堵

し、また、将来への展望もおぼろげながら見

えてきたようだ。今後の展開が楽しみである。

(立命館大学産業社会学部助教授りムポン)

1996年11月1日
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アルパック三ユースレター NQ80

欧州北部の都市

はじめに

8月末から 9月半ばの半月ほど、欧州北部

の都市交通事情について、視察に行ってきま

した。日本都市計画学会関西支部の都市交通

問題の解決方策研究会(代表:天野光三・大

阪産業大学教授)による視察団の一員として

公共交通や歩行者優先策等を中心的テーマに

スウェーデン、ノルウェー、オランダ、ドイ

ツ、ベルギー、イギリスの 6 ケ国を駆け足で

回ってきました。その成果については、いず

れ視察団による報告書が作成されますので、

詳細はそちらに譲り、ここでは幾つか全体的

に共通する印象を簡単に書いてみます。

柔軟な発想と運用

バスの輸送力を高めるための速結バスや、

路面電車道が路混雑区問の渋滞を逓けて地下

化するのは、日本では様々な制約からできて

いませんが、訪れた多くの都市では実施され

ていました。これらに加えて、幾つかの都市

では、個々の事情に対応した新たなシステム

を柔軟に発想し、運用していました。

例えば、ドイツのエッセン市では、道路の

混雑する区域において、路面電車の専用軌道

内にシュプールバスと呼ばれるバスも走らせ

バスの定時性等を確保しています。このバス

は、車道より狭い専用軌道を走れるように制

御装置を備えたバスで、道路が混んでいない

区域では、一般の道路も走っています。また、

一部の電気バスは、地下化された軌道を路面

電車と一緒に走っています。さらに、路面電

車の不採算区問では、廃止するのではなく、

専用軌道を残し、そこを走行するバスに転換

し、コストの低減によって採算性を高める工

夫も行われています。

ベルギーのブリュッセル市では、路面電車

の地下化区問を順次延長し、ある程度の区問

カ"也下化された段階で、路面電車より速く、

乗客を大量に運べる地下鉄車両に置き換える

方式を取っており、これをブレメトロと呼ん

でいます。このため、路喧北E車の地下化に際

して、トンネルや駅等の構造物は、あらかじ

め地下鉄車両が走れるように設副'・施.fされ

ています。写真 2 は地下のホームですが、路

面電車にあわせるため、今は商さを下げてお

り、その段差処理の階段がホーム奥に見えま

す。

チャレンジと情報公開

自動屯を抑制し、環境や歩行者を優先する

通事情
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廓

J寺

施策は、各都市で多様に試みられてぃます。

有名なオランダのポンネルフは、自動車に対

しては・一方通行化と速度低減を、歩行者には

歩道や植栽等の確保を図る歩車共存道路です

が、ドイツでは、個々の道路の対策だけでな

く面的な対策が、歩道のある比較的広い道路

も対象に、通過交通の抑制も含めて試みられ

ています。例えば、ドイツのケルン市では、

トラフィック・カーム・エリア(交通静穏化

地域)を設定し、面的に速度・駐車・交差点

処理等の制限を行っています。写真 3 の右上

に見える人と車と家等が描かれた標識が、こ

のエリアの入口に立っています。

興味深かったのは、各都市がチャレンジを

競いあうだけでなく、その評価を自ら行い、

失敗は失敗として率直に評価し公表している

とでした。このように失敗の情報を公開すこ

ることは、ある意味で失敗が許容されること

であり、それ故、様々なチャレンジが大胆に

試みることも可能なのだろうと思いました。

自転車交通の位置づけ

近年の環境指向の中で、自転車が都市交通

として大きく位置づけられてきたように感じ

られました。自宅から職場まで白転車で通勤

することが可能な通勤圏の都市が多いため、

・一概に日本と比較することはできませんが、

多くの都市で自転車道が積極的に整備されて

きています。都市の幹線道路に歩道が当然あ

7
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るように、自転車道も整備されるような時代

になるのでしょうか。

こうした傾向は、全体としては理解できま

すが、二点ぱかり気にはなりました。ーつは、

自転車に対する歩行者の安全確保です。自転

車道は白転車専用ですから、相当なスピード

で走っています。自転車専用とは言っても、

どこかでは歩行者と交錯しており、そこでは

歩行者との事故が心晒eされます。いま・ーつは、

駅前での駐輪問題です。自宅から職場まで自

転車で通勤する人は多いものの、最寄駅に自

転車を置く人もいます。写真4 はオランダの

アムステルダム中央駅で、東京駅のモデルと

もなった駅ですが、数多くの自転車が並んで

いて、好ましいとは言い難い景観であり、こ

うした光景は幾つかの駅で眺めました。

おわりに

その他、都心の駐車場対策や公共交通利用

促進策等、幾つか印象に残ったことがありま

すが、紙面の都合もあり割愛します。

最後に、視察の最終地であるロンドンで、

視察団長の天野先生が、大阪産業大学の学長

選挙に当選されたという朗報が飛び込んでき

たことをご報告いたします。当然、その夜は

シャンペンをあけ、大いに盛り上がりました。

(大阪事務所もりわきひろし)
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写真4 アムステルダムの駅前の自転車
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ケ ア便り

今回は、ナイロビ市の中でアフり力人が住

む下町であるシャルモヨ地区を訪問した時の

ことを報告します。

シャルモヨ地区再生計画

今年の 4月からの新学期は、予定どおり始

まりました。授業料等のシステムが変わった

ため、学生の抗議活動による授業開始が危ぶ

まれ、建築学科でも始まって早々昨年の成績

評価に対する抗議等を理由として、学生の授

業ポイコットがありました。しかし、さほど

大きな混乱もなくおさまり、新学期はスター

トしました。私が受け持っている 5年生の設

計演習は、 2 つ目の設計課題に入り、アーバ

ンデザインが課せられているため、ナイロビ

市内のシャルモヨ(shaⅢ Moyo)地区を対象

とする地区再生計画を与えることになりまし

た。設計課題は、実際の敷地をとりあげ、そ

こでの計画及び設計を行う方法をとっていま

その 4

シヤ ルモヨ訪問記

す。そのため、まず現地を訪問し調査するこ

とから課題への取組が始まります。

アフり力人のまち

ナイロビは、前世紀の末にケニアの海岸地

域の町モンバサと内陸のウガンダを結ぶ鉄道

工事のキャンプ地となったのが都市の始まり

でした。今世紀の初め 1905年には東アフり力

保護領の政庁が置かれ、コロニアル都市とし

て発展することになります。「愛と哀しみの

果て(原題 Oul o「 An lca)」という映画が

ありますが、主人公のカレンがデンマークか

らケニアに移住し、ナイロビ駅に着いた時の

シーンに、コロニアル都市として今世紀初頭

の当時のナイロビ市の様子がうかがえます。

白人による白人のための者汐市づくりを目指す

コロニアル割Ⅱ行では、アフり力人の存在を無

視し、ナイロビ市ではナイロビ川の下流側で

ある市域東部の低湿地に原住民居留地を設定

山田克雄
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シャルモヨ(公営住宅)

し、アフり力人を隔寓隹しました。そのため、

昔は人種による、現在では所得による住み分

けが行われており、結果的に所得の低いアフ

り力人の多くは、当初の原住民居留地を中心

にして市域東部に住むことになります。現在

では、人口の増加に伴い、方々に無断居住者

(スコッター)が住むスラムが拡大していま

す。そのためアフり力人のまちとして市域東

部は、大変な高密度居住地域になっており、

まちの姿はその他の地区と全く様相が異なっ

ています。シャルモヨは市域東部に作られた

初期のアフり力人の居留地で、現在はナイロ

ビ市が管理運営する低所得者向きの公営住宅

地となっています。

来なかったスクールバス

課題説明の後は、スクールバスで学生を連

れて現地調査に行くことになります。当日、

私はナイロビ市内に住んでいるため、市内で

待ち合わせ場所を決めスクールバスを待つこ

とにしました。同僚の教員がいろいろと注意

をくれます。服装は汚く、時計ははずし、集

団で行動することなど。現地の人でも低所得

者が住むアフり力人のまちは危険で、よく盗

難にあったりするそうです。普通のカメラは

心配なので使い捨てカメラを買い、財布はも

たず、現金と I D力ードをポケットに入れて

待つことにしました。約束の時問が過ぎても

バスは現れません。しかし、時問が守られな

いのはいつものことで、いちいち腹を立てて

.が
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住宅地に隣接するスラム

いてはつとまりません。しかし]時間過ぎて

も来ず、朝10時の約束が昼近くになってしま

いました。オンポロスクールバスの故障かも

知れませんし、現地へ行ってしまっているの

かも知れません。タクシーをつかまえ、現地

へ行くことにしました。

警察に捕まる

さて現地に到着し、タクシーでまわります

が学生の姿もスクールバスも見つかりません。

まあしかたがないと思い、現地の写真を何箇

所が撮っておくことにしました。ちょっと想

像はしにくいですが、住宅のほか、 " 3ノコ_フフ

,,

カリ"という手工業力并子われている一帯や、

露店・マーケット、教会、スラムのバラック、

ゴミ捨て場(ゴミの山)など、敷地及び周辺

は混沌とした状況で、人であふれています。

ポリスステーションが敷地に隣接してありま

も写真に撮ることにしました。すので、 そこ

カメラを構えると一人の警察官と目があいま

した。これはまずいと思い、車を進めるよう

に運ちゃんに言いますが、恐れてたとおり警

察官がとんで来ました。というのは、ケニア

に限らず発展途上国ではむやみに写真をとる

と、問題をおこすことがあります。空港や国

防施設はもちろんですが、送電所や石油備蓄

施設など、写真撮影は禁止されています。警

察署に連れて行かれ、事情聴取を受けること

になりました。学生と一緒に勉強のため
^^

、^、^

の調査をしている、スクールバスが来ている
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はずだと言いますが、学生もスクールバスも

見ていないと言って納得しません。結局、フ

イルムを出して渡すようにと言います。これ

は使い捨てカメラなので、フィルムを取り出

すことは出来ないと言い張りますが、理解さ

れなかったようです。なんど言ってもラチが

あかないので、目のまえでカメラを分解し、

フィルムを取り出しました。これで解放され

たわけですが、きっとカメラを壊したと思わ

れたでしょう。外に運ちゃんと・一緒に出ると、

彼がタバコを差し出しました。運ちゃんも警

察は怖いようです。禁煙を普段していますが、

ほっと一息、つきました。

マーケットでヤマチョマを食べる

結局その日はスクールバスは来なかったわ

けですが、理由は大学で他学部の学生がスト

ライキをおこし、バスが出発できなかったた

めです。このストも 1日で終わり、あらため

て現地調査を実施することになのました。

前回で懲りていますので、今回は昼に学校

から出発することになり、バスに同乗して無

事現地に到着しました。住宅は一棟 7室の平

屋で、各室が一戸となっています。つまり 7

戸の長屋ということになりますが、ー・戸はー

部屋しかなく、各棟が共同利用する便所が跳

れてあります。この一部星に平均 7 人ぐらい

の家族が生活することになります。これでも

家賃 400シル絲勺 800円)を立派に払ってい

る公営住宅であり、住宅地の中心の民有地に

1;、ψ四

.戸『
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焦畜
^
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住宅地中心の力フエテリア
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公営住宅に隣接するマーケット
(ヤマチョマを食べる)

はなかなか酒落た力フェテリアが開店してい

ます。また住宅地に隣接して公営マーケット

が開設されており、ここで昼食をとることに

しました。ケニア料理で有名なのは焼肉でヤ

マチョマと言います。いろいろな肉を焼いた

のを塩で食べる素朴な焼肉ですが、マーケッ

トの一画はヤマチョマ屋が並び昧を寛党ってい

ます。ひとつのヤマチョマ尾に入ると、とて

も歓迎してくれ、食べおわると親しみをこめ

てまた来るように言われました。

アフり力人の住宅と生活

一部の金持ちのアフり力人は、白人居住地

だったナイロビ市西北部の商級住宅地である

ハイランドに住んでいますが、大多数の人は

シャルモヨにみるような地域に住み、ナイロ

ビの 7割の世帯がー一部屋に住んでいるといわ

れてます。最近では郊外に新しい住宅地が拡

大し、一部に中問の所得層が住む住宅地開発

がみられますが、まだまだ限られたもので、

しかも投資対象として購入されているところ

もあります。生活も全く別れており、先進国

と同じ生活が行われているハイランドと現地

の人が暮らす地域では物の種類、値段も全く

異なっていて、異なった経済原理で生活が行

われています。現地の人びとの生活を想像す

ることは難しいですが、東部地域をはじめと

して大多数の人びとが暮らすナイロビの都市

生活が外国人や旅行者とは別にあります。

(京都事務所やまだかつお)
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一嵐山トインワーク

トインか

先頃京都市で、これまでとは違った試みが

行われました。公衆トイレの建て替えに当た

つて、担当業務の枠を超え、庁内の若手?職

員と、立命館大学、京都工芸繊維大学の先生

及び学生をはじめとするボランティアが中心

となって、地元住民の参加のもとワークショ

ツブ(以下W ・ S と略す)が開催されました。

今回、 W ・ S を行った場所は観光地で有名

な京都嵐山にある中ノ島公園内の公衆トイレ

です。これは昭和26年に建てられた木造、男

女兼用、汲取式の公衆トイレで、かなり老朽

化しており、一般的に公衆トイレカ井包えてい

る 4 K (汚い、暗い、臭い、怖い)の要素を

十分兼ね備えています。周辺には独特の臭気

が漂い、痴漢が出没するなど、観光地嵐山に

相応しくなく、地元イ主民からは迷惑がられて

いる公衆トイレです。

この公衆トイレの建て替えが、今年の春に

持ち上がりました。担当課は、規模、設計条

件、予算に制約がある中でいかに地元侘民に

喜ばれ、利用者の二ーズにあったものにして

いくか、試行針拓呉をしていました。これまで

は行政側が建て替え案を出し、これに同意を

求める方法が主流でしたが、これでは住民の

ズに本当に答えることができません。^

そこで担野課以外からも「住民本位に、侘

民参加で建て替えをするべき」との声があり、
,」

今流行りのW・Sで建て替えをすることにな

りました。

W ・ S にあたっては、担当者をはじめW ・

S に関心のある清掃局、都市計画局、都市住

環境局、都市建設局などの若手市職員、ボラ

ンティアなどの有志が集まり、論議を重ね、

ヨップー

考えるまちづくり

々

次のようなスケジュールでW・Sを行うこと

が決まりました。

1 最地元W ・ S ('96.5,28 )

2 プレ~V ・ S ('96.6.26 )

3 同時多発チャンネルW ・ S (' 96.フ.5)

4 デザイン~V ・ S ('96.フ.16 )

5 まとめの~V ・ S ('96.フ.30 )

最地元VV ・ S

地元の嵯峨連合会会長の小川さんをはじめ

とする、嵐山保勝会などから、 W名が参加し

行政と一緒に4 グループに分かれ同じテーブ

ル座り、嵐山のことや公衆トイレの建て替え

に対する意見を朋く W ・ S を行いました。そ

してW・Sへの同意や具体的な建て替え計画

への意見を得ることができました。

プレ VV ・ S

こでは「表のW ・ S 」と「裏のW . S 」こ

の 2 つのW ・ S が行われました。「表のW .

S」では中ノ島で商売などをしておられる方

々が参加し、グルーブに分かれ嵐山の公衆ト

イレについて困っていること(トイレの近く

で商売する上で困ったこと、観光客から聞か

れる声)を聞く W ・ S が行われました。

一方、「裏の~V ・ S」では、学生などのボ

1996年11月1日
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ランティアを中心に、公園内のトイレの利用

実態調査(建て替え予定の公衆トイレを含め、

3力所の公衆トイレがある)と観光客突撃イ

ンタビューが行われ、利用の実態を把握しま

した。これを短時間でまとめ、「表のW ・ S」

で成果報告しました。

同時多発チャンネルVV・ S

ここでは地元の方々、市職員、ポランティ

アがーつのチームとなり、突撃インタビュー

を行い壁新聞をつくる「壁新聞づくりW ・ S」、

清掃作業のデモンストレーションやトイレに

まつわるクイズ、トイレ博士によるうんちく

話を行う「いつまでも美しいトイレを考える

W . SJ 、嵐山・嵯峨野の公衆トイレなどを

見て回る「ウォークラリーW・S」の3つの

W ・ S を同時多発的に行う予定でした。しか

し、生憎豪雨に見舞われ、予定を変更して開

催しました。清掃作業のデモンストレーシヨ

ンやウォークラリーは中止となったものの、

地元のご好意により「ホテル嵐亭」をお借り

して、嵐山・嵯峨野の地域の皆さんに地域の

思いをポストイットに記入しそれを大きな地

図に貼ってもらう「ガリバーマップづくり」

を行いました。

デザインVV ・ S

これまでのW ・ S で出てきた意見を踏まえ、

「あなたもまちの建築家」をテーマに、 5 グ

ループに分かれ「広さ体験」「設計のテ

マ選び(3 択)」をし、設問力ードに従って

晒e置」「敷地と建物タイプ」「入口の

位置」を決めていきました。さらにこの条件

に基づいて、パーツなどを駆使しながらプラ

ン(模型)を作っていきました。

それぞれのプランは、奇想天外な発想はな

く、どれも制約条件(規模など)を守った現

実的なもので、問題点(4 K)を率直に受け

止め、いかに改善していくかという視点で作

られた力作ぱかりでした。

まとめのW・S

前回のデザインW ・ Sで作られたプランと

その時の参加者の評価をもとに、庁内などの

技術者集団が知恵を出し合いながらまとめた

プラン(模型と平面図)を地元に披露しまし

た。

プランは「人にやさしいトイレ」をテーマに、

配置、デザインを工夫して、南北に長い数寄

屋風の女性専用トイレになりました。トイレ

には、老若男女や車椅子でも利用でき、おむ

つを替える台や子ども用の小便器も備えた多

目的トイレを設置しました。また、窓にはの

ぞき防止の格子をつけ、植栽は低木にして痴

漢がひそむ場所を作らないなど、痴漢防止策

を盛り込んだものになりました。さらに、ト

イレ利用者のマナーの向上を狙い、汚した人

や汚れに気づいた人が手軽に掃除ができるよ

うに掃除道具を備えるなど、これまでのW ・

Sで出てきた意見が反映された公衆トイレプ

ランになりました。

ヨιt/・^

.、、
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{ト〒 J
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、
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同時多発チャンネルVV・ S
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IJ

これら一連のW ・ Sでは、事前の酉封肩会な

ども行われ、地元、市職員、ポランティアな

ど、総勢数十名がW ・ S に参加・恊力しまし

た。

特に業務扣ハヨ・苫をはじめ市、職員は、最初は

不慣れなW ・ S を行うということで、戸惑い

と不安を持っていましたが、回を重ねるごと

に皆さんの協力の甲斐もあって楽しく、顔色

も変わり活き活きとしてくるようになりまし

た。これがワークショップの魔力なのかと思

わせるほどでした。

今回の住民参加のW ・ S や公衆トイレのブ

ランに対する地元の評判は上々で、概ね成功

したように思われます。来存トイレが完成し

た時には地元の方々が「これは自分たちのト

イレだ」という愛着を持ち、維持管理される

ことを期待します。

また、今回の経験を通じて庁内でも業務担

当レベルだけの縦割りではなく、横断的なつ

ながりができるようになりました。

この一連のW・Sには、 KBS京都の取材

も来ており、 8 乃Π日に放1泱されるとともに、

庁内でもビデオを作成したり、参加者名緯を

作成したりしています。また、市民新聞にも

掲載され、多くの方々にこのW・Sを知って

もらえるようになのました。さらに嵐山の公

衆トイレの前にはW ・ S で行った壁新聞など

が掲示されており、地元住民の関心も広がっ

W欝§渉

デザインVV・ Sの作品

■C券

1野鋤1蜑1.こ■゛゛
、二署謬多謬裟塗葬一
J耳゛~"'=".J

1996年11月1日

瓢多ノ

町島翻.〆

洩

'毒゛气^^'

^

ています。このW ・ S を通じて様々な方血に

ネットワーケが広がっていったように思われ

ます。

参加者はこの経験を通じ、目標に向かって

・・・致団結して、協力すれは'何事も逹成できる

ということが実感できたと思います。

今回は公衆トイレの建て啓えという「点」

の整備ではありましたが、今後はこの鬨わり

を活かしつつ「線」さらには「面」へとつ

なげた、まちづくりへと発展していくことを

期待します。

しかし、 W・Sをただ流行りだから、住民

に受けるからということで手軽に利用したり、

そのテクニックをだけを模倣し、本来まちづ

くりにあるべき住民主体、住民参加をW ・ S

をしただけで済んだかのようしたり、行政の

身勝手を同意させる道具として利用したりす

るようなW ・ S の不11用は、何かはき違えてい

るように思います。 W・Sをすれば良いので

はなく、住民主体を基本に芸え、その 1つの

コミュニティ形成の手法として、 W ・ S があ

ることを忘れてはなりません。それを通じて

意識が高揚し、住民主体のまちづくりが生ま

れてくるのではないでしょうか。

一度W ・ S を問いただす時期が来ているの

ではないでしょうか。

(京都事務所ふじしょうぞう)

ミとめのVV S
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道の駅と「三木山人と馬とのふれあい

の森公園」

イチローが「変わらなきゃ」といい、野茂

が「Big ch肌ge」という今日この頃、道路も

変わってきている。幹線道路、高規格道路な

ど堅いイメージの建設省が、道の駅という親

しみやすぃ言葉を使ったユニークな施設を生

みだし、国道や県道に快調な事業展開を進め

ている。道の駅は1993年から各地に登場し、現

在313箇所 a 996.8.5時点)を数える。

かって、港湾を港(みなと)と呼び、人々

に親しまれる水辺づくりを始めたウォーター

フロントブームを枋佛とさせる。近代化、モ

ータリゼーションという波に置き去りにされ

た古き良き道(街道)の風情(宿場、陣屋な

ど)を現代流にりバイバルする意味で、まさ

に、ディスカバー「みち」といえる試みと思

われる。

道の駅は、休憩、恬報の交流、地域の結び

つき(ふれあい)の 3 つの役割を果たす施設

内村雄二

をめざす。まちおこし、地域振興のシンポル、

新たなコミュニティ施設として大きな期待を

寄せられている。地場産品を販売する物産館

や博物館をあわせもっもの、温泉やキャンプ

場のあるものなど個性化に努めている。また、

宿泊施設をもっ道の駅は、 40箇所にのぼる。

この道の胃尺を、是非つくりたいと思って、

いま懸命に計画を進めている。場所は、兵庫

県三木市の三木山という所で、国道 175号線

の沿線にあたり、山陽道三木小野ジャンクシ

ヨンから南約 3kmに位置する。一日あたり 2

万台以上の車の往来があり、まさに道の駅立

地に打ってっけのところである。ここは、林

野庁の森林空間総合利用整備事業(ヒューマ

ン.グリーン・プラン)に基づく 165haの国

有林野を活用し、国内初の国際級総合馬術競

技場を目玉とする野外レクリエーション基地

の建設が進められている。三木市及び財団法

人三木山人と馬との'、れあいの森協会(三木

市と J RA :日本中央競馬会の設立)が、公

園部分約 14仙aの事業主体で、本年1月より

着工し、平成H年春の全休完成を目途にして
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■畷滅ヂ

、兵庫県千種町の道の駅
ツチノコの指名手配ボスターがある

いる。道の駅は、残り25始の場所に、来園者

のためのゲストハウス(宿泊施設)とともに

整備される計画で、第 3 セクターによる建設、

経営を予定している。現在、第 3セクターの

立ち上げ段階にあり、多くの課題を抱えてい

るが、実現化にもう少しで手が届きそうであ

る。着工の見通しがつく頃、あらためて具体

的な内容をご報告したいと思う。

(大阪事務所うちむらゆうじ)
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バイロイト音楽祭1996

今シーズンは 7月25日から 8月28日である。

今回は、ワーグナーが26年余りの歳月を推Nナ

て完成させた、上演に 4日問、約15時間を要

する『ニーベルングの指輪』を 8月中旬のシ

リーズで観ることができた。チケットは世界

中のワーグナー協会から割り当てられるため、

入手はそれほど容易ではない。

1994年からの新演出は、機知と独創性に溢

れる視覚的な舞台であるが、今年の批評も冷

ややかなものが多かった。その一方で、バイ

ロイトの歌手陣は充実してきていると言われ

る。歌手の中でドイツ人は半分以下である。

第 3夜『神々の黄昏』でグートルーネ役の

歌手は当日声が出ないということであったが、

本人は演技をし、別の歌手が挺台の端で譜面

を見ながら歌っていた。「演技者にして歌手」

ゆえの光景だろうか。

祝祭劇場周辺の光景

序夜『ラインの黄金』以外は午後4時に始

まり10時前後に終了する。それぞれの幕問は

約 1時問あり、劇場の外に出ることができ、

謬

バイロイトを訪ねて

小竹

1996年11月1日

バイロイトヘ

フランクフルトから鉄道に乗りニュールン

ベルグで乗換え、 4時闇前後で北部フランケ

ン地方に入る。その中心であるバイロイト

(バイエルン州)は人口 72.000人の小さな町

であるが、除粂の祝祭都市」として世界的な

名声を獲得してきており、毎年7、 8月の 斉

楽祭のシーズンには地界中から 1万人ものオ

ペラファンがつめかけ様相が一変する。

ワーグナー自身が祝祭劇場を建設し a釘4

年)毎夏に一人の作曲家の楽劇だけを集中

的に上演する音楽祭、孫のヴォルフガング・

ワーグナーが、今日なお当主として健在なこ

となど、祝祭劇場のあるバイロイトの丘は、

一種の「聖地」とも言える。
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「聖地」バイロイト祝祭劇場
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アルパックニュースレター NQ80

観客の多くは周辺の森を散策している。

同じワーグナーのオペラでも他の場所で観

るのとでは意味が異なる。人里離れた地方都

市は、他の音楽祭開催都市に比べ観光資源も

限られているが、バイロイト独特の雰囲気が

ある。字幕もない祝祭劇場は、楽劇に集中す

るしかない。

キャンセルチケットを巡って熱烈なワーグ

ナーファンたちと知り合うことができた。チ

ケットなしでバイロイトに、 rsuche Karte

(チケット買います)」という紙切れを持っ

て立っている日本人も何人かいた。

おわりに

いろいろな意味で、大変な費用を掛けて行

つた甲斐があった。バイロイトを後にして、

ニュールンベルグやバンベルグを回った。共

に素晴らしい街であるが、紙面の都合で別の

機会に譲りたい。

(名古屋事務所おだけのぶたか)
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じじいがハムをつくり

ぱぱあがパンをつくる
中室紋子

"じじいがハムをつくり、ばぱあがパンをつ

くる。"昔話でいつか聞いたフレーズにイ以て

いませんか。

パンの製法も、パン種を少し取っておいて

イースト菌を増やしてまた次をつくるという

ヨーロッパ正統派スタイルです。工房内には、

パンがその場で食べられるコーナーがありま

す。私もパン職人のはしくれなので、食べて

やろうと楽しみにしていたのですが、 3時頃

には売り切れ御免、という状態でした。

こが福祉センターではなにいると、 こ
^^

、^ L-

いように感じます。高齢者と観光客、職員が

ほどよくブレンドされてそこにいるのです。

「百年草」は、少し遠いところを見据えな

がら、着実に目標を実現しているようです。

その昔紅葉を植えた町の人がいて現在の香嵐

渓があるように、高齢者とハム・パンという

足助町にとって新しいものが今後定着してい

くのでしょう。自分のまちをよく知り、活か

せるものは活かし、その実現のために頭をひ

ねる。考えられるあらゆる補助を県や国から

獲得し、町の施設でありながら人件費・材料

費くらいは採算をとろうというスタンスを保

つています。そのあっぱれなしたたかさに、

現代の"七人の侍"を見るようでした。

さらなる展開として、健康と交流をテーマ

に、薬膳料理のレストランや温泉活用を考え

ているということです。足助町はまだまだ遠

くを見ているようです。

(大阪事務所なかむろあやこ)

凄0

バーパラはうすで働く"B己Ba"たち
出展:バンフレツト

弓

以前に本紙の"うまいもの通信"で取りあ

げた足助町福祉センター「百年草」のその後

の展開です。

足助町(愛知県東加茂郡)は香嵐渓という

紅葉の名所を背負った観光地です。「百年草」

は老人福祉センター、デイサービスセンター、

Z i z i 工房、宿泊施設からなっています。

平成 7年に新しく"バーバラはうす"がオー

プンしました。ここでは、約40種類のパンが

足助町のぱばあたちの手によってつくられて

います。ハムの次はパンです。酒落てますね。

これで名実ともにじじいとばばあが揃ったわ

けです。何ともめでたいですね。

阜゛号
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新刊旧刊書評紹介

わたせ

表題の『菜』は、「さい」と読みます。こ

の物語の主人公の女性の名前です。

この『菜』は、富田耕平、菜夫妻を主人公

に、ふたりとふたりを取り巻く人達や動物達、

草花達のささやかな日常を描いた物語です。

大家族に囲まれにぎゃかに育った耕平と、両

親に先立たれその思い出を刻む家に暮らして

きた孤独な菜という対照的なふたりが、出会

い、夫婦として結ぱれ、周囲の人逹に支えら

れながら、愛情一杯の家庭を営んでいきます。

そんな日常の情景が四季折々の草花や美し

い日本の風物詩をちりばめながら鮮やかに描

かれています。また、本編とは別に歳時記な

らぬ菜時記として、その季節毎の風物をコラ

ムとして紹介しています。

耕平さんは物理学者で、「フェルマーの定

理」の証明をライフワークにしています。し

かし、正論を通すあまり教授と対立し、助教

授のイスを蹴って大学を辞職してしまいます。

今は、家庭教師をしながらの毎日です。

菜さんは、いつも母親の形見の和服を着て

いて、作者によるとサ行の女(サ:裁縫、シ

刺繍、ス:炊事、セ:洗濯、ソ:掃除)だ

そうですが、おっとりしていて、でも「経済

的にも大変だろう。耕平君ももう少し融通を

きかせればいいんだが」という教授に「耕平

さんは心の豊かさで生きて行ける人です」と

はっきりいうような女性です。

この本を私に紹介してくれた友人(友人と

いってもずっと年上の旅館の若旦那ですが)

は、この菜さんがお気に入りで、「今の世の

中こんな女性はいないでしょ。」と仰ってま

したが、この菜さんのキャラクターと、耕平

せいぞう

さんや周囲の人

々、動植物達、

彼女の住むまち

にそそぐ豊かな

愛情が、この作

品のメインテー

マとなっていま

す。

鉾台は鎌倉の

1996年11月1日

紹介森川宏剛

談社

下町で、ふたりが暮らすのは、菜さんの親が

残してくれた昭和初期頃に建てられた木造家

屋です。昔ながらの町内会があり、金物屋や

豆腐屋、石屋、小唄が趣味のおばあちゃんが

登場し、町内会長の耕平さんは、近所でいた

ずらばかりするのら猫の捕獲に奮闘します。

少し前まで、そこかしこにあった情景なので

しょう。

作者は自分の子どもの頃の記憶を辿りなが

ら、作者の思い描く豊かな暮らし、ゆとりあ

る暮らし、生き方の夢を描いているようです。

この本を読むと子どもの頃を・一家の出窓か

ら眺めた花火大会、「お地蔵さん」で友達と

遊んだこと、灯篭流し、学校の帰り道草花で

遊んだこと、家に帰ると勝手にあがった近所

のおばさんが「ひろよしちゃんお帰り。お母

さん出かけてはるみたいやわ。お茶でも飲ん

でいっしょに待とか」と出迎えてくれた・・・そ

んな頃を思い出します。そして懐かしさと大

きな喪失感を覚えます。ノスタルジーにひた

るだけでは何も変わりはしないと思いながら

も、少しピュアな心を取り戻せるかもと思う

のです。
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(京都事務所 もりかわ ひろよし)
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混沌の中の、しなやかなべトナム体験

馬場正哲

まちかど

ベトナムのホーチミン市を訪れた。私の先

入観には、フランス植民地支配、ベトナム戦

争、カンポジヤ紛争など支配と抵抗と戦禍の

まちサイゴンがあった。しかし、案内のファ

ンさんは75年の解放の時10才だったが戦争の

記憶がない、市内にも戦禍の面影はない。

市中では、真っ白なアオザイの美少女や人

々の笑顔以外べトナムらしいものもなく、フ

ランス植民地の名残を残し、ドイモイ政策で

社会主義国の印象もなく、上海やバンコック

などで見た発展の加速のついた東南アジア的

活気そのものがある。

少し違うのが「ホンダ」(バイクのことを

言う)と自転車の洪水。いきなり便利な「ホ

ンダ」が主導権を持つのがべトナムらしく、

バイク専門街があり、沿道サービスの半分は

これに関連するお店だったような気がする。

土地の使用椛の売買、相続が認められ、市

民は許可を得て自分の建物を取得できる。お

まけに、道路まで使用権が売買されている節

があり、早朝におばさんが路上の駐輪「場」

を仕切っていたりする。

経済の好転で建築ラッシュが始まっている。

町家はフランス時代の 2、 3 階の屋根付連棟

長屋が多い。その棟割りごとに改修したり、

増築したりしている。

建替で目立つのは 5、 6 階の鉄筋コンクリ

ト造。]、 2階は店舗でその上が住居、最

上階はテラスで植』曵が施されたり、家族の憩

いの場や「敬けんな場」となっている。つま

り、ベトナム人は家族と先祖・宗教を大切に

する。当然、敬うべきものが最上階に置かれ

る。よく視ると部屋の外に「祠」が安置され、

窓から拝む形が多い。だんだん、これが高じ

て、宗旨の象徴物となり、ついには道路に向

かって安置され、建物由体がキリストの像で

あったり、布袋さんであったり、お釈迦様で

あったりの風となる。ベトナム人の資質文化

を感じさせる。

(大阪事務所ばばまさあき)
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交通はパイク、自転車が主流で、何故か歩行者が少ない
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岡家の建替え、ペンシルピルが連担していく
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